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畳み込み解析を用いて	
二種の孤立波「メディエータとストリーマ」の共存を確認	

その時空間構造と非線形性の抽出に成功	

Mediator 
Amp. ∝ α4.94 Streamer 

Amp. ∝ α4.40	

ストリーマの2次元構造	 振幅と局在度αの関係	

点：実験値 

~1/α	

線：f(α) = mαn による 
fitting 曲線	


